
１．委託費の名称

２．事業の目的及び内容
（１）目的

（２）具体的な内容

３．委託先の公益法人の名称
４．委託費支出実績額 16,253千円（A）
５．委託費における管理費

（１）人件費 3,546千円
（２）一般管理費 355千円
（３）その他の管理費

金額
千円
千円

3,901千円
６．外部への支出

（１）外部に再委託されているものに関する支出
支出先 金額

千円
千円

0千円（B）
（２）(1)以外の支出

支出先 金額
12,352千円

委員会費、講演謝金、

展示会出品料、印刷費、

会場設営費、報告書作成費等

12,352千円
７．その他

金額
千円
千円
千円

0.0％（B/A)

財団法人バイオインダストリー協会

内容

委託費支出明細書

平成22年度地域新成長産業創出促進事業（広域関東圏における、
革新的創薬開発（バイオベンチャー）推進のためのネットワーク形
成に関する調査）

医薬品開発は、開発コストの高騰によりオープンイノベーション化
が進んでおり、世界の新薬の半数はベンチャー由来であることから
バイオベンチャーの事業推進は産業政策上、極めて重要である。
本事業ではこの一環として、平成１４年度から昨年度まで広域的新
事業支援連携等事業費補助金を活用して首都圏バイオネットワー
クの活動で培ってきた産学官の連携体をベースに、大手製薬企業
とバイオベンチャーとのアライアンスの促進、技術移転、海外展
開、臨床試験の円滑化等に係る研究会等の実施を通じて、仮説の
検証とその方向性の修正・確認に関して調査を行う。
（１）運営委員会
（２）ネットワーク内外連携事業
①自治体連絡協議会、②産学連携促進協議会、③海外展開事

業（海外クラスターとの交流等）
（３）アライアンス促進事業（ビジネスマッチング事業）
①バイオベンチャーと大手製薬企業とのマッチング促進事業
②国内展示会出展、海外展示会出展

（４）課題解決型研究会、セミナー事業
①課題解決型個別研究会、②製薬企業トップセミナー

（５）情報提供事業
広域関東圏の企業ディレクトリーの作成

合計

支出内容

支出内容
事業費

合計

８．再委託の割合
合計

合計

内容



１．委託費の名称

２．事業の目的及び内容
（１）目的

（２）具体的な内容

３．委託先の公益法人の名称
４．委託費支出実績額 18,145千円（A）
５．委託費における管理費

（１）人件費 8,625千円
（２）一般管理費 2,304千円
（３）その他の管理費

金額
千円
千円

10,929千円
６．外部への支出

（１）外部に再委託されているものに関する支出
支出先 金額

0千円
千円
千円

0千円（B）
（２）(1)以外の支出

支出先 金額
7,216千円

委員謝金、委員旅費、会場借料、

会議費、調査費、原稿料、翻訳費、

資料作成費

7,216千円
７．その他

金額
千円
千円
千円

0.00％（B/A)

財団法人バイオインダストリー協会

内容

委託費支出明細書

平成22年度環境対応技術開発等（バイオインダストリー安全対策事業（バ
イオテクノロジーを産業利用する際の安全性に関する調査検討））

環境バイオテクノロジーの研究開発促進と安全性確保のために、
OECD/WPBの環境バイオテクノロジー及びカルタヘナ議定書の議論に関
する検討を支援する調査･検討を行う。

1.環境バイオテクノロジーの利用促進に関する調査検討
OECDワークショップ“OECD Workshop on Biotechnology for

Environment in Future: Science, Technology and Policy”（2010年9月16日
‐7日） を日本主導で開催し、次いで第27回OECD/WPB会合（2010年12月
8日‐9日）に出席、各国の関係者に対して我が国の意向周知を図った。
2.カルタヘナ議定書の国際交渉（COP-MOP5、2010年）に係る情報収集
COP-MOP5（開催地：名古屋、開催期間：平成22年10月11日-15日）の

最終事前会合として第4回共同議長フレンズ会合を10月5日より開催。カ
ルタヘナ補足議定書「責任と救済」の第3回共同議長フレンズ会合残課
題、第3条（適用範囲）（LMO由来の製品）と第10条（事業者が損害回復を
行うための資金的裏付け）に関する議論を反映し、「バイオセーフティに関
するカルタヘナ議定書の責任及び救済についての名古屋・クアラルンプー
ル補足議定書」（案）が取りまとめられ、COP-MOP5にて採択された。本補
足議定書を巡るこれら一連の動きについて、国際法学の専門家を含む有
識者と連携した情報収集を行い、各種セミナーの開催等を行い、国内関係
者への周知を図った。

合計

支出内容

支出内容
事業費

再委託費（ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ維持管理費）

合計

８．再委託の割合
合計

合計

内容



１．委託費の名称

２．事業の目的及び内容
（１）目的

（２）具体的な内容

３．委託先の公益法人の名称
４．委託費支出実績額 5,311千円（A）
５．委託費における管理費

（１）人件費 1,813千円
（２）一般管理費 693千円
（３）その他の管理費

金額
千円
千円

2,506千円
６．外部への支出

（１）外部に再委託されているものに関する支出
支出先 金額

0千円
千円

0千円（B）
（２）(1)以外の支出

支出先 金額
2,805千円

委員謝金、委員旅費、調査費、

原稿料

資料作成費

2,805千円
７．その他

金額
千円
千円
千円

0.00％（B/A)

合計

内容

８．再委託の割合
合計

支出内容
事業費

合計

合計

支出内容

財団法人バイオインダストリー協会

内容

委託費支出明細書

平成22年度環境対応技術開発等（バイオインダストリー安全対策事業（バ
イオテクノロジーの産業課に伴う諸問題について国民理解を促進するため
の調査研究））

組換え生物の産業利用に対する国民の漠然とした不安を払拭し、国民理
解の促進に資することを目的として、国内外における遺伝子組換え生物
（微生物及び植物）の開放系利用に関わる研究開発事例、安全性評価お
よび生物多様性への影響に関する最新の事例について、文献を中心に調
査し、取りまとめる。

カルタヘナ法に基づく遺伝子組換え生物の第一種利用にかかる審査基準
を整備するため、以下の基礎情報の収集・分析を行った。
①文献を中心とした国内外における遺伝子組換え微生物の開放系におけ
る最新の利用実態及び近い将来開放系において実用化が予想される遺
伝子組換え微生物の事例
②文献を中心とした国内外における遺伝子組換え微生物の開放系利用に
おける安全性評価及び生物多様性への影響に関する最新の事例
③文献を中心とした国内外における遺伝子組換え植物の鉱工業利用に係
る開放系における最新の利用実態及び近い将来開放系において実用化
が予想される鉱工業利用遺伝子組換え植物の事例
④文献を中心とした国内外における遺伝子組換え植物の鉱工業利用に係
る開放系利用における安全性評価及び生物多様性への影響に関する最
新の事例
⑤１１月～３月に国内で開催される関連学会に出席し、①～④の最新の
事例の調査
⑥学識経験者に対するヒアリングによる①～④に関する調査



１．委託費の名称

２．事業の目的及び内容
（１）目的

（２）具体的な内容

３．委託先の公益法人の名称
４．委託費支出実績額 32,737千円（A）
５．委託費における管理費

（１）人件費 14,933千円
（２）一般管理費 3,739千円
（３）その他の管理費

金額
千円
千円

18,672千円
６．外部への支出

（１）外部に再委託されているものに関する支出
支出先 金額

千円
千円

0千円（B）
（２）(1)以外の支出

支出先 金額
14,065千円

委員会費、調査費、技術指導料、

外注費、備品･消耗品費、

報告書作成費

14,065千円
７．その他

金額
千円
千円
千円

0.0％（B/A)

財団法人バイオインダストリー協会

内容

委託費支出明細書

平成22年度環境応用技術開発等（生物多様性条約に基づく遺伝
資源へのアクセス促進事業）

平成5年に発効した生物多様性条約により、各国に遺伝資源に関
する主権的権利が認められ、遺伝資源の取得（アクセス）に始ま
り、その利用から生じる利益配分に至る国際ルールが定められ
た。遺伝資源のアクセスと利益配分に関する国際的制度の策定作
業が進められているが、遺伝資源提供国の主張にそって新たな国
際的枠組みが策定された場合には、画一的な制度の構築により遺
伝資源利用の停滞を招き、我が国バイオテクノロジー産業の発展
が阻害されることが懸念される。こうした状況の中、我が国のバイ
オ産業界が遺伝資源に円滑にアクセスできる環境を整備するとと
もに、COP10へ向けた国際交渉を支援するために本事業を実施し
た。
１．遺伝資源に円滑にアクセスできる環境の整備（ABSに関する相
談窓口の設置、ABSに関する情報の発信）
２．COP10に向けた国際交渉の支援（タスクフォース委員会の開
催、国際ワークショップの開催、国際交渉等への出席） 等

合計

支出内容

支出内容
事業費

合計

８．再委託の割合
合計

合計

内容



１．委託費の名称

２．事業の目的及び内容
（１）目的

（２）具体的な内容

３．委託先の公益法人の名称
４．委託費支出実績額 14,777千円（A）
５．委託費における管理費

（１）人件費 4,155千円
（２）一般管理費 607千円
（３）その他の管理費

金額
千円
千円

4,762千円
６．外部への支出

（１）外部に再委託されているものに関する支出
支出先 金額

大学、ベンチャー企業 6,608千円
千円
千円

6,608千円（B）
（２）(1)以外の支出

支出先 金額
3,407千円

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ開発経費

旅費・交通費、消耗品費、文献収集費

通信運搬費、報告書作成費

3,407千円
７．その他

金額
千円
千円
千円

44.7％（B/A)

合計

内容

８．再委託の割合
合計

支出内容
事業費

再委託費

合計

合計

支出内容

財団法人バイオインダストリー協会

内容

委託費支出明細書

平成22年度産業技術人材育成支援事業｛産学人材育成パート
ナーシップ事業（イノベーションを担うバイオリーダー人材育成のモ
デルプログラム開発）に係る委託事業

「産学人材育成パートナーシップ」における分野別の分科会「バイ
オ分科会」において検討課題とされる、バイオ分野で国際競争に勝
ち抜ける幅広い知識と専門性を持ち、開拓者精神とリーダーシップ
を持った博士人材等を育成するモデルプログラムの開発を行うと
同時に、このプログラムを支える若手大学教員の企業派遣研修モ
デルプログラムの開発を行うことを目的とする。

企業・アカデミア等多方面で活躍し、イノベーションの担い手とな
ることができるリーダーとしての素養を持つ博士人材を育成するた
めに、以下のモデルプログラムの開発と実施および次年度に向け
た改善と、自立展開に向けた検討を行った。
１．コースワークカリキュラム
２．実践型長期インターンシップ
３．インターカレッジ・バイオリーダーズ


